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報

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
平
成
二
三
年
一

O
月
一
日
か
ら
平
成
二
四
年
九
月
三
O
日
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

O
教
員
消
息

昇
任
そ
の
他

教

授

池
上

要
靖
〔
仏
教
学
部
長
〕

准
教
授

楢
木

博
之
〔
講
師
か
ら
准
教
授
へ
昇
格
〕

新
任専

任
講
師

山
田

真
由
美

O
研
究
業
績
・
活
動
他

マ
浜
島
典
彦
学
長

《
著
書
》

土
光
敏
夫
ー
そ
の
信
念
と
家
族
の
紳
」
（
単
著
）
大
法
輪
閤

「
法
華
経
・
全
お
章
講
義
！
そ
の
教
え
の
す
べ
て
と
信
仰
の
心
得
」
（
単
著
）
大
法
輪
閤

「
清
貧
の
人

平
成
二
三
年
一
二
月

平
成
二
四
年
四
月

《
学
術
論
文
》

「
日
蓮
宗
」

大
法
輪

平
成
二
三
年
二
月

「
い
ま
学
び
た
い
土
光
敏
夫
」
大
法
輪

平
成
二
四
年
二
月

「
法
話

混
迷
の
現
代
を
救
う
法
華
経
の
教
え
」
大
法
輪

平
成
二
四
年
八
月

《
講
演
等
》

「
法
華
経
と
歩
く
」

S
B
S学
苑

現
代
寺
子
屋

ー
生
き
か
た
講
座
1

平
成
二
四
年
五
月

最

報



マ
池
上
要
靖
教
授

《
分
担
執
筆
》

「
ラ
オ
ス
の
仏
教
と
精
霊
信
仰
」
立
川
武
蔵
編
「
ア
ジ
ア
の
仏
教
と
神
々
』

8
・H
S
i
H
2・
N
E
N
年
∞
月
、
法
蔵
館

《
講
演
等
》

圏
外

旬。

s
k
S
S
Hハ
リ
ミ
ミ
民
民
法
的

ShH柏
崎

h
b
h

尚、

二
O
一
二
年
五
月
三
一
日
、
四
方
僧
伽
二

O
一
二
年
大
会
記
念
講
演
、
パ
ン
コ
ッ
ク
、
タ
イ

匂
・
弓
町
内
芝
、
S
L
吋
ぎ
N
h
h
b
H
Q
a
k
s
m
p
a
nも
h
b＼

HF
内
h
ミ
N
a
匂ミミ・

二
O
一
二
年
六
月
二
日
、
世
界
平
和
法
要
二

O
一
二
年
記
念
講
演
、
プ
ノ
ン
ベ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

圏
内

「
グ
リ

l
フ
ケ
ア

1
残
さ
れ
た
者
た
ち
へ

1
」

平
成
二
四
年
八
月
一
一
三
目
、
茨
城
県
福
祉
介
護
事
業
協
同
組
合
特
別
講
演
、
つ
く
ば
国
際
会
館

《
そ
の
他
》

「
仏
教
伝
播
｜
南
伝
仏
教
」
平
成
二

0
年
四
月
号
1
平
成
二
四
年
三
月
号
「
最
上
教
報
」
（
毎
月
一
回
発
行
）

「
紙
上
説
法
二
四
回
」
平
成
二
四
年
三
月
号
、
「
み
の
ぷ
教
報
」
（
毎
月
一
回
発
行
）

マ
間
宮
啓
壬
教
授

《
論
文
等
》

「
再
度
、
日
蓮
の
地
涌
・
上
行
自
覚
を
論
ず
｜
山
上
氏
の
批
判
を
、
つ
け
て

l
」
（
日
本
宗
教
学
会
『
宗
教
研
究
』
第
八
五
巻
第
四
輯
〔
通
巻
三
七
一
号
〕
、

六
三
｜
三
六
五
頁
）

身
延
山
久
遠
寺
教
報
誌
『
み
の
ぷ
』
連
載
「
法
華
経
の
心
」
（
各
国
四
頁
）

平
成
二
三
年
（
二

O
二
）



・一

O
月
号
（
第
コ
二
回
）
「
法
華
経
は
仏
説
で
あ
る
①
」

．
一
一
月
号
（
第
三
二
回
）
「
法
華
経
は
仏
説
で
あ
る
②
」

一
二
月
号
（
第
三
三
回
）
「
法
華
経
は
女
性
差
別
の
経
典
？
」

平
成
二
四
年
（
二

O
二一）

・
一
月
号
（
第
三
四
回
）
「
悪
人
成
仏
｜
「
提
婆
遥
多
品
」
第
十
二
①
｜
」

・
二
月
号
（
第
三
五
回
）
「
女
人
成
仏
（
ニ
｜
「
提
婆
逮
多
品
」
第
十
二
②
l
」

・
三
月
号
（
第
三
六
回
H
最
終
回
）
「
女
人
成
仏
会
乙
｜
「
提
婆
遥
多
品
」
第
十
二
③
l
」

《
学
会
発
表
》

「
再
度
、
日
蓮
の
地
涌
・
上
行
自
覚
を
論
ず
｜
山
上
氏
の
批
判
を
、
つ
け
て
｜
」
（
平
成
二
三
年
〔
二

O
一
一
〕
九
月
三
日
（
土
）
、
日
本
宗
教
学
会
第
七

O
回

学
術
大
会
〔
於

関
西
学
院
大
学
〕
に
お
い
て
発
表
）

《
講
座
・
講
義
等
》

「
法
華
経
に
聴
く
｜
仏
の
使
い
と
な
る
と
い
う
こ
と
｜
」
（
平
成
二
一
一
一
年
〔
二

O
一一〕

一
一
月
一
八
日
（
金
）
、
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座

於

か
い
て
ら
す
二
階
会
議
室
〕
に
お
い
て
講
義
）

「
「
こ
こ
ろ
み
」
の
宗
教
｜
「
法
華
経
の
行
者
」
日
蓮
｜
」
（
平
成
二
四
年
〔
二

O
一
二
〕
七
月
二
七
日
（
金
）
、
富
山
県
宗
務
所
教
師
・
寺
庭
婦
人
研
修
会

於

高
岡
駅
前
ウ
ィ
ン
グ
ウ
ィ
ン
グ
五
O
一
号
室
〕
に
お
い
て
講
義
）

マ
望
月
海
慧
教
授

《
編
著
》司

副
『
自
営
宮
の
た
whh

送
h
H
S
命
活
n

b

a

研
究
』
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
室

与
え
h
H
M
Z
S
h
w
h
号
。
ミ
匂
N
h
h
b
H
p
h
n
h
H
九
円
ロ

o
E
F
E
B
Oロ
仲
良

d
z
gロ
ω
Z
E
2・
司

ω
2

－q。町田ロ円
E
E
m
B－
豆
一
ロ
。
σロ
ωω
ロ
C
E
g
a
－q・
N
S
N
・

日
本
悌
教
学
会
編
『
経
典
と
は
何
か
合
乙

l
経
典
の
成
立
と
展
開
受
容
｜
」
平
楽
寺
書
店

《
学
術
論
文
》

最

報



四

「
田
宮
g

－sg
b
a
g
s
に
帰
さ
れ
る
三
種
の
也
巴
文
献
に
つ
い
て
（
N
）
」
『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
】
N
・N
o
－－・

3
・「
N
0
・

「
大
乗
仏
教
の
成
立
過
程
を
再
考
す
る
」
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

3
・N
N
吋・白。・

E
Cロ
円

F
O
件
当
。
可
E
F
ω
円
Fo。
3
、
一
口
円

F
O
K
句
尽
き
ぬ
忌
企
川
道
内
込
町
。
h
σ
山
、
吋
副
司

ωロ
山
門
『

ω
3
．

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

3
・μ
N
O
H
O
・
B
・－
U
H
－－

g・

6
6
m
g
－sg
b
a
g
sに
帰
さ
れ
る
秘
宿
集
会
タ
ン
ト
ラ
関
係
の
文
献
に
つ
い
て
（
N
）g
h

山
内
定
コ
常
号
ぬ
ミ
9
h
k
h
E
E
H
印・
N
S
N
・
3
・
2
・5
0

《
学
会
発
表
》

「同仰向

Z
E
g
b削
豆
一
に
帰
さ
れ
る
中
観
論
者
に
つ
い
て
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
、
鶴
見
大
学
、
平
成
二
四
年
六
月
ゴ
二
日
）

「
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
顕
教
文
献
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
密
教
文
献
」
（
日
本
宗
教
学
会
第
七
一
回
学
術
大
会
、
皇
皐
館
大
型
、
平
成
二
四
年
九
月
九
日
）

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
》

「
ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ
l
ラ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
四
年
九
月
一
四
日
1
一
七
日
）

《
海
外
出
張
》

金
剛
大
学
校
開
校
十
周
年
記
念
第
一
回
韓
・
中
・
日
国
際
仏
教
学
術
大
会
（
平
成
二
四
年
六
月
二
二
日
i
二
三
日
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
）

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
遺
跡
の
調
査
（
平
成
二
四
年
八
月
六
日
1
一
三
日
）

マ
望
月
真
澄
教
授

《
編
著
書
》

で
」
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
法
華
経
の
基
礎
知
識
」
（
共
著
）
（
大
法
輪
閥
、
平
成
二
三
年
一

O
月）

「
大
阪
読
経
山
遮
光
寺
寺
宝
鑑
E
』
（
大
阪
市
遮
光
寺
、
平
成
二
四
年
三
月
）

「
身
延
山
資
料
叢
書
一

目
録
二
』
（
共
．
編
）
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

平
成
二
四
年
三
月
）

《
学
術
論
文
等
》

「
近
世
後
期
に
お
け
る
日
逓
伝
記
本
の
一
考
察

ー
深
見
要
言
著
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
を
中
心
に
｜
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
十
巻
二
号
、
平
成

二
四
年
三
月
）



書
評
「
福
江
充
『
江
戸
城
大
奥
の
立
山
信
仰
」
」
（
『
日
本
歴
史
」
七
七
一
号
、
平
成
二
四
年
七
月
）

《
そ
の
他
》

「
江
戸
の
法
華
信
仰
」
述
載
（
『
法
華
』
、
法
華
会
）

「
も
っ
と
知
り
た
い
身
延
山
」
述
載
（
教
報
「
み
の
ぷ
」
、
身
延
山
久
遠
寺
）

「
日
蓮
」
「
日
蓮
と
日
本
人
」
（
『
日
本
仏
教
の
旅

名
僧
の
教
え
」
所
収
、
徳
間
書
店
、
平
成
二
三
年
一
一
月
）

「
日
越
宗
の
釈
尊
観
」
「
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
の
釈
尊
観
」
（
「
プ
ッ
ダ
の
言
葉

仏
陀
と
日
本
人
』
所
収
、
徳
問
書
店
、
平
成
二
四
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

「
日
本
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
受
容
と
展
開
1
日
蓮
宗
を
中
心
に
1
」
（
韓
国
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
会
、
韓
国
金
剛
大
学
校
、
平
成
二
四
年

三
月
二
四
日
）

《
講
演
》「

日
像
上
人
の
北
陸
布
教
」
（
日
蓮
宗
福
井
県
中
部
宗
務
所
教
師
研
修
会
、
福
井
県
、
平
成
二
三
年
一

O
月
六
日
）

「
身
延
山
と
い
う
霊
場
」
（
新
潟
県
妙
光
寺
参
持
団
講
演
、
身
延
山
久
遠
寺
、
平
成
二
三
年
一

O
月
八
日
）

「
祖
山
総
登
詣
の
意
義
」
（
日
蓮
宗
勧
学
院
近
畿
教
区
教
学
研
修
会
、
大
阪
市
、
平
成
二
三
年
一
一
月
一
五
日
）

「
身
延
道
の
今
昔
」
結
愛
文
化
ク
ラ
ブ
講
演
、
由
比
生
涯
学
習
交
流
館
、
平
成
二
四
年
二
月
一
六
日
）

「
身
延
山
参
詣
の
道
」
富
士
市
仏
教
会
主
催
研
修
会

富
士
市
永
精
寺
（
平
成
二
四
年
四
月
二
二
日
）

「
身
延
山
参
詣
道
を
歩
く
」
山
梨
県
第
三
部
宗
務
所
檀
信
徒
研
修
会
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
平
成
二
四
年
五
月
二
九
日
）

「
身
延
山
参
詣
道
を
歩
く
」
（
身
延
山
大
学
図
書
館
・
身
延
山
宝
物
館
合
同
企
画
展
講
演
、
身
延
山
大
学
、
平
成
二
四
年
六
月
二
一
日
）

「
日
蓮
聖
人
鎌
倉
霊
跡
案
内
」
（
身
延
門
前
町
主
催
、
鎌
倉
市
内
、
平
成
二
四
年
九
月
一

O
日）

「
日
本
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
展
開
」
（
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
、
平
成
二
四
年
七
月
二
一
日
）

「
祖
山
総
登
詣
の
意
義
」
（
日
蓮
宗
勧
学
院
中
四
国
教
区
研
修
会
、
岡
山
市
、
平
成
二
四
年
九
月
六
日
）

「
七
面
山
と
い
う
お
山
」
（
日
蓮
宗
静
岡
県
中
部
宗
務
所
第
七
区
檀
信
徒
研
修
会
、
富
士
宮
市
吉
祥
寺
、
平
成
二
四
年
九
月
九
日
）

龍

報

五



一・六

マ
田
沼
朗
教
授

《
著
書
》「

子
ど
も
白
書
二

o
＝
こ
（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編

「
子
ど
も
と
学
校
」
領
域
担
当
編
集
委
員

二
O
二
一
年
八
月
二
五
日

草
土
文
化
）

《
論
稿
》「

関
係
を
つ
む
ぎ
、
生
き
る
意
味
を
聞
い
直
す
」
（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
「
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
」

二
O
一
二
年
三
月
号

草
土
文
化
）

「
改
め
て
関
わ
れ
る
学
校
の
役
割
」
（
「
子
ど
も
白
書
二

O
二
こ

二
O
一
二
年
八
月
二
五
日

草
土
文
化
）

《
教
育
活
動
等
》

「
学
校
づ
く
り
分
科
会
基
調
報
告
」
（
第
日
回
教
育
科
学
研
究
会
全
国
大
会

二
O
二
一
年
八
月
一

O
日

法
政
大
学
）

《
そ
の
他
》

「
花
園
農
村
の
碑

碑
前
祭
及
び
講
演
会
」
参
加
（
主
催

保
阪
嘉
内
・
宮
沢
賢
治
ア
ザ
リ
ア
記
念
会

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
l
ル

二
O
一
一
年
一

O
月
二
二
日
）

「
竹
内
塾
フ
ォ
ー
ラ
ム
｜
教
育
と
福
祉
を
つ
な
ぐ
｜
」
参
加
（
主
催
竹
内
塾

鷹
文
化
セ
ン
タ
ー

二
O
一
二
年
二
月
二
六
日

マ
山
田
英
美
教
授

《
学
術
論
文
》

「
娘
・
母
関
係
の
物
語
（
六
）
」
（
『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
二
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
平
成
二
三
年
一

O
月）

《
講
演
》「

祖
父
母
と
孫
と
の
す
て
き
な
関
係
」
富
士
川
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
・
研
修
会
に
て
、
平
成
二
三
年
一
一
月
一
一
日

《
社
会
的
活
動
》

「
第
三
二
回

幼
児
雪
の
教
室
」
開
催
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
（
代
表
山
田
英
美
）
主
催
、
（
長
野
県
志
賀
高
原
木
戸
池
、
平
成
二
四
年
三
月
二
五

日
i
二
八
日
）

「
第
コ
二
回

幼
児
O
B
雪
の
教
室
」
開
催
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
（
代
表
山
田
英
美
）
主
催
、
（
長
野
県
志
賀
高
原
木
戸
池
、
平
成
二
四
年
三
月



二
八
日
1
四
月
一
日
）

「
第
三
三
回

幼
児
キ
ャ
ン
プ
」
開
催
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
（
代
表
山
田
英
美
）
主
催
、
山
梨
県
本
摘
湖
キ
ャ
ン
プ
場
、
平
成
二
四
年
八
月
八
日

ー
一
一
日
）

「
第
三
二
回

幼
児
O
B
キ
ャ
ン
プ
」
開
催
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
（
代
表
山
田
英
美
）
主
催
、
（
山
梨
県
丹
波
山
村
奥
秋
キ
ャ
ン
プ
場
、
平
成

二
四
年
八
月
三
日
1
七
日
）

「
第
九
回

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ク
ッ
キ
ン
グ
」
講
習
会
指
導
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
主
催

週
末
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
甲
府
市
Y
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
、
平
成
二
三
年
一
一
月
）

「
第
四
回

野
草
の
観
察
＆
野
草
の
ク
ッ
キ
ン
グ
」
講
習
会
指
導
、
山
梨
幼
児
野
外
教
育
研
究
会
主
催

週
末
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
甲
府
市
Y
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、

平
成
二
四
年
七
月
）

マ
三
輪
是
法
准
教
授

《
論
文
等
》

「
仏
教
が
持
つ
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
可
能
性
｜
ラ
カ
ン
の
理
論
を
手
が
か
り
と
し
て
」
『
日
本
仏
教
心
理
学
会
誌
第
三
号
」
論
文
掲
載

「
妹
尾
義
朗
の
日
蓮
信
仰

l
大
正
五
年
か
ら
七
年
の
日
記
を
手
が
か
り
に

l
」

『
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
』
第
一
五
号
論
文
掲
載

書
評

い
と
う
せ
い
こ
う
／
佐
々
木
中
百
〉
の
同
一
白
〉
の
己
八
月
八
日
発
行

『司

zwε
吉」

Z
o

－－。

《
学
会
発
表
》

「
仏
教
が
持
つ
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
可
能
性
｜
ラ
カ
ン
の
理
論
を
手
が
か
り
と
し
て
」
（
日
本
仏
教
心
理
学
会
発
表

於
立
正
大
学

一
二
月
一
一
日
）

《
講
演
等
》

「
仏
教
が
持
つ
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
可
能
性
」
（
北
山
本
門
寺
・
重
須
会
講
義

一
二
月
一
四
日
）

「
仏
教
と
い
う
精
神
分
析
」
（
駿
河
西
谷
法
縁
研
修
会
講
義

一
一
月
二
一
日
）

「
近
代
日
本
と
仏
教
」

（
身
延
山
大
学
身
延
町
公
開
講
座

六
月
一
一
一
一
一
日
）

龍

報

七
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マ
伊
東
久
実
准
教
授

《
学
術
論
文
》

「
レ
ッ
ジ
ョ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
例
検
討
」
（
「
身
延
論
叢
』
第
十
七
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
四
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

「
イ
ギ
リ
ス
に
学
ぶ
読
み
聞
か
せ
会
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

第
一
五
回
絵
本
学
会
（
熊
本
県
八
千
代
座

平
成
二
四
年
六
月
）

《
講
演
等
》

「
子
ど
も
の
声
を
聴
く
1
今
子
ど
も
理
解
ψ

に
つ
い
て
考
え
る
1
」
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ

l
ス
講
座
（
か
い
て
ら
す

平
成
二
三
年

一O
月）

「
歌
あ
そ
び
・
お
は
な
し
あ
そ
び
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
峡
南
地
区
保
育
士
会
研
修
会
（
市
川
大
門

市
川
大
門
町
民
会
館

平
成
二
三
年
一

O
月）

「
絵
本
か
ら
広
が
る
楽
し
い
あ
そ
び
」
南
部
町
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
（
南
部
町

南
部
図
書
館

平
成
二
四
年
二
月
）

「
子
ど
も
が
喜
ぶ
新
し
い
手
遊
び
」
（
富
士
川
町
保
育
士
会
研
修
会

富
士
川
町
立
第
一
保
育
所

平
成
二
四
年
九
月
三
日
）

マ
．
長
又
尚
夫
准
教
授

《
論
文
等
》

「
法
書
『
明
法
条
々
勘
録
」
の
法
的
性
格
」
に
関
す
る
梅
田
康
夫
氏
の
書
評
に
接
し
て
」

法
制
史
学
会
年
報
「
法
制
史
研
究
』
六
一
号
、
成
文
堂
、
平
成

二
四
年
三
月

「
北
条
泰
時
の
政
治
構
想
」
「
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
弟
一
五
号
、
平
成
二
四
年
四
月

《
講
演
》「

神
と
仏
」
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座

（
身
延
町
総
合
文
化
会
館

平
成
二
四
年
七
月
二
八
日
）

マ
楢
木
博
之
准
教
授

《
論
文
等
》



「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
主
任
介
護
支
援
専
門
貝
の
地
域
で
の
役
割
1
地
域
の
取
り
組
み
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

1
」
（
『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要

第
一
二
号
」
身
延
山
大
学
仏
教
学
部

平
成
二
三
年
一
二
月
）

「
虐
待
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の
言
葉
遣
い

i
ス
ピ
ー
チ
ロ
ッ
ク
の
判
断
と
改
善
1
」
（
「
高
齢
者
安
心
・
安
全
ケ
ア
ニ

O
一
一
冬
号
」
日
総
研
グ

ル
ー
プ
・
日
総
研
出
版

平
成
二
三
年
一
一
月
）

「
わ
た
し
の
相
談
貝
役
割
論

現
場
で
育
ま
れ
た
実
践
的
指
針
1
思
い
を
つ
な
ぐ
相
談
援
助
1
」
（
「
相
談
援
助
＆
運
営
管
理
」
日
総
研
グ
ル
ー
プ
・
日
総
研

出
版

平
成
二
四
年
二
月
）

「
相
談
援
助
専
門
職
の
行
う
相
談
と
身
近
な
相
談
の
違
い

1
相
談
援
助
の
価
値
と
原
則
i
」
（
「
身
延
論
叢
』
第
十
七
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成

二
四
年
三
月
）

「
実
践
研
究
へ
の
支
援
の
実
際
と
そ
の
効
果
等
に
つ
い
て

1
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
で
の
取
り
組
み

1
」
（
「
社
会
福
祉
士
』
日
本
社
会
福
祉
士
会

平
成

二
四
年
三
月
）

「
静
岡
県
医
療
ソ

l
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l
協
会
に
お
け
る
初
任
者
研
修
会
の
方
向
性
1
初
任
者
研
修
会
シ
ラ
パ
ス
作
成
に
向
け
て

1
」
（
「
医
療
ソ

l
シ
ヤ
ル

ワ
ー
ク
」
静
岡
県
医
療
ソ
l
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l
協
会

平
成
二
四
年
三
月
）

「
事
例
検
討
道
場
」
（
『
月
刊
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
八
月
号
」
環
境
新
聞
社

平
成
二
四
年
七
月
）

《
学
会
発
表
》

「
社
会
福
祉
実
習
の
効
果
と
課
題

1
身
延
山
大
学
で
求
め
ら
れ
る
実
習
指
導
と
は

1
」
（
東
洋
文
化
研
究
所
平
成
二
三
年
度
例
会

平
成
二
三
年
一
一
月

三
O
日）

「
山
梨
県
社
会
福
祉
士
養
成
校
協
会
山
梨
県
支
部
の
取
り
組
み

1
山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
と
の
協
働
1
」
（
第
九
岡
山
梨
県
社
会
福
祉
実
践
学
会
・
ソ
l
シ
ャ

ル
ワ
l
ク
実
践
研
究
発
表
会

山
梨
県
立
大
学

平
成
二
四
年
二
月
一
九
日
）

「
認
知
症
ケ
ア
に
お
け
る
地
域
の
課
題
i
地
域
の
課
題
か
ら
見
え
た
認
知
症
サ
ポ

I
タ
l
養
成
講
座
の
方
向
性
1
」
（
第
二
二
回
日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松

平
成
二
四
年
五
月
二

O
日）

「
静
岡
県
医
療
ソ

l
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l
協
会
に
お
け
る
初
任
者
研
修
会
の
方
向
性
1
初
任
者
研
修
会
シ
ラ
パ
ス
作
成
に
向
け
て

i
」
（
第
六

O
回
公
益
社
団

法
人
日
本
医
療
社
会
福
祉
協
会
全
国
大
会

第
三
二
回
日
本
医
療
社
会
事
業
学
会

群
馬
県
ベ
イ
シ
ア
文
化
ホ
l
ル

平
成
二
四
年
五
月
二
六
日
）

費

報

九



ニ
O

「
静
岡
県
に
お
け
る
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
I
の
課
題

i
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

i
」
（
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
第
一
一
回

研
究
大
会

広
島
国
際
会
議
場

平
成
二
四
年
七
月
一
五
日
）

「
静
岡
県
に
お
け
る
専
門
研
修

I
の
演
習
内
容
の
検
討

1
ニ
l
ズ
に
応
じ
た
演
習
内
容
の
確
立

1
」
（
第
六
回
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
全
国
大
会

青

森
国
際
ホ
テ
ル

平
成
二
四
年
八
月
五
日
）

《
講
演
等
》

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
言
葉
遣
い
と
マ
ナ

l
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
（
は
ま
な
し
寮
・
平
成
二
三
年
一

O
月
一
八
日

ヘ
ル
パ

l
ス

テ
l
シ
ヨ
ン
さ
く
ら
・
一

O
月
二
八
日

花
の
正
た
ち
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
平
成
二
三
年
二
一
月
一
一
一
日
）

「
認
知
症
高
齢
者
の
話
を
聴
く
た
め
に
」
平
成
二
三
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座

（
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
か
い
て
ら
す

平
成
二
四
年
一

O

月
二
八
日
）

「
思
い
を
つ
な
ぐ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ー
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
の
基
本

1
」

天
竜
厚
生
会
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
全
体
研
修

（
天
竜
厚
生
会
研
修

セ
ン
タ
ー

平
成
二
三
年
一
一
月
一
五
日
）

「
社
会
福
祉
士
の
価
値
・
倫
理
」

山
梨
県
社
会
福
祉
士
会
郡
内
地
区
定
例
研
修

（
富
士
吉
田
市
産
業
会
館

平
成
二
三
年
二
月
二
三
日
）

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
」
日
本
社
会
福
祉
士
会

（
埼
玉
会
場
・
大
宮
ソ
ニ
ツ
ク
シ
テ
ィ
・
平
成
二
三
年
一
一
月
二

O
日

静
岡
会
場
・
静
岡
県
・
腫

業
経
済
会
館
・
平
成
二
三
年
一
一
月
二
七
日

山
梨
会
場
・
山
梨
県
立
大
学
・
平
成
二
三
年
一
二
月
一
八
日
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ

1
今
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の

i
」

富
士
市
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
富
士
市
役
所

平
成
二
四
年
一
月
一

O
日）

「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
動
向
と
医
療
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ

l
カ
l
・
介
護
支
援
専
門
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
」
静
岡
県
医
療
ソ

l
シ
ャ
ル
ワ

l
カ
l
協
会
・

静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
合
同
研
修

（
静
岡
県
綜
合
社
会
福
祉
会
館
、
ン
ズ
ウ
エ
ル

平
成
二
四
年
二
月
一
八
日
）

「
平
成
二
四
年
度
介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て
」
掛
川
市
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
研
修
（
掛
川
市
立
総
合
病
院

平
成
二
四
年
二
月
一
六
日
）

「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
正
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

1
医
療
と
介
護
の
真
の
連
携
を
図
る
た
め
に

i
」

第
五
三
回
静
岡
県
東
部
在
宅
ケ
ア
研
究
会

（
沼
津
市

薬
剤
師
t』
;p¥ 

医
療
分
業
推
進
支
援
セ
ノ

ヲ

平
成
二
四
年
四
月
二
一
日
）

「
こ
れ
か
ら
の
福
祉

ー
地
域
の
中
で
生
き
て
い
く

1
」

平
成
二
四
年
度
峡
南
地
区
心
身
障
害
者
父
母
の
会
総
会
時
研
修

（
峡
南
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー



平
成
二
四
年
五
月
一
八
日
）

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
必
要
性
」

富
士
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
会

（
富
士
市
天
間
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
l
ル

平
成

二
四
年
六
月
一
二
日
）

「
福
祉
現
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
」

身
延
山
高
校
高
大
連
携
授
業

（
平
成
二
四
年
七
月
四
日
）

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
つ
け
よ
う
」

伊
豆
市
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
連
絡
協
議
会
研
修

（
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

平
成
二
四
年
七
月
一

O
日）

「ソ
l
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l
の
役
割
を
考
え
る

i
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
1
」

ソ
l
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l
デ
l
初
任
・
中
堅
者
向
け
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

。多
怠』
~ 

（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
エ
ル

平
成
二
四
年
七
月
一
六
日
）

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
」
山
梨
県
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会

（
山
梨
県
立
大
学

平
成
二
四
年
七
月
二
二
日
）

「
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
を
活
用
し
た
新
人
職
員
教
育
の
方
法
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業

（
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
り
ん
ど
う
の
盟

平
成

二
四
年
七
月
二
五
日
）

「
事
例
検
討
と
は

1
意
義
・
目
的
1
」

沼
津
市
ケ
ア
プ
ラ
ン
指
導
事
業

（
サ
ン
ウ
エ
ル
沼
津

平
成
二
四
年
八
月
六
日
）

「
問
題
の
明
確
化
1
思
い
を
知
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
と
は
1
」

第
二
回
掛
川
市
介
護
支
援
専
門
員
資
質
向
上
検
討
委
員
会
研
修

（
掛
川
市
役
所

大
東
支
所

平
成
二
四
年
八
月
七
日
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
基
本
的
考
え
方
」
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
I
・
更
新
研
修
B
1

（
静
岡
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ア
！
ツ

セ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

平
成
二
四
年
八
月
八
日
）

「
ケ
ア
に
活
か
す
高
齢
者
の
理
解
i
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

1
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
（
ま
た
明
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

平
成
二
四
年

八
月
二
九
日
）

「
初
め
て
出
会
う
方
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
」

身
延
高
校
高
大
連
携
授
業

（
山
梨
県
立
身
延
高
校

平
成
二
四
年
九
月
四
日
・
七
日
）

「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
（
田
富
荘

平
成
二
四
年
九
月
一
二
日
）

「
退
院
時
の
介
護
支
援
専
門
員
と
医
療
相
談
員
の
述
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
た
め
に

1
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」

笛
吹
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
（
笛
吹
市
石
和
ス
コ
レ

l
セ
ン
タ
ー

平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
チ
l
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
」
社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員
研
修

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヴ
イ
イ
タ
l
レ

平
成
二
四
年
九

集

報



月
二
九
日
）

マ
木
村
中
一
専
任
講
師

《
著
書
》（

共
著
）
「
身
延
山
資
料
殺
害
二

目
録
集
二
」
（
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
平
成
二
四
年
三
月
）

（
分
担
執
筆
）
『
日
蓮
と
法
華
の
至
宝
」
第
一
巻
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
平
成
二
四
年
六
月
）

《
学
術
論
文
》

「
編
年
体
御
書
目
録
『
祖
書
目
次
」
の
遺
文
配
列
に
つ
い
て
」
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
十
二
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
三
年
一

O
月）

「
編
年
体
御
書
目
録
『
祖
書
目
次
」
の
書
誌
学
的
研
究
」
（
「
宗
教
研
究
』
第
八
四
号
第
四
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
平
成
二
四
年
三
月
）

《
学
会
発
表
》

「
慶
長
本
『
観
心
本
尊
抄
」
の
書
誌
的
考
察
」
第
六
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
身
延
山
大
学
、
平
成
二
三
年
二
月
）

「
「
高
祖
遺
文
録
』
の
書
誌
学
的
考
察
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
三
回
学
術
大
会
（
鶴
見
大
学
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
身
延
山
大
学
、
平
成

二
四
年
六
月
）

「
身
延
日
意
目
録
に
関
す
る
一
考
察
｜
書
誌
学
的
考
察
を
中
心
に
｜
」
日
本
宗
教
学
会
第
七
一
回
学
術
大
会
（
皇
皐
館
大
学
、
平
成
二
四
年
九
月
）

《
講
演
》「

日
蓮
聖
人
の
お
手
紙
を
読
む
」
平
成
二
三
年
度
見
延
山
大
学
公
開
講
座
（
甲
府
市
「
か
り
て
ら
す
」
、
平
成
二
三
年
一
一
月
）

「
法
華
経
と
は
ど
ん
な
お
経
か

i
さ
ま
ざ
ま
な
お
経
に
触
れ
な
が
ら
」
日
連
宗
静
岡
県
中
部
宗
務
所
共
催
・
身
延
山
大
学
公
開
講
座
（
静
岡
市
「
あ
ざ
れ
あ
」
、

平
成
二
三
年
二
月
）

「
日
蓮
聖
人
遺
文
の
継
泳
と
伝
来
」
身
延
山
大
学
同
窓
会
北
海
道
支
部

（
北
海
道
・
東
京
ド
l
ム
ホ
テ
ル
札
幌
、
平
成
二
四
年
六
月
）

「
京
都
町
衆
と
法
華
信
仰
」
身
延
公
開
講
座
「
日
本
の
仏
教
」

（
身
延
町
総
合
文
化
会
館
二
階
会
議
室
、
平
成
二
四
年
八
月
四
日
）



《
調
査
》日

蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
妙
興
寺
、
平
成
二
三
年
二
一
月
）

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
調
査
参
加
（
千
葉
県
茂
原
藻
原
寺
、
平
成
二
三
年
二
一
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
静
岡
県
玄
妙
寺
、
平
成
二
四
年
一
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
妙
興
寺
、
平
成
二
四
年
三
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
飯
高
寺
、
平
成
二
四
年
七
月
）

日
蓮
宗
宗
宝
霊
蹟
審
議
委
員
会
宗
宝
調
査
参
加
（
千
葉
県
中
山
法
華
経
寺
、
平
成
二
三
年
五
月
）

お
風
入
れ
調
査
参
加
（
京
都
立
本
寺
・
妙
隆
寺
、
平
成
二
三
年
八
月
）

《
そ
の
他
》

「
信
仰
と
日
蓮
宗
｜
江
戸
時
代
を
生
き
た
知
識
人
の
信
仰
」

（
「
あ
ん
の
ん
」
ぬ
河
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
四
年
四
月
）

「
信
仰
と
日
蓮
宗
｜
在
家
者
の
信
仰
と
出
版
l
小
川
泰
堂
の
場
合
1
」

（
『
あ
ん
の
ん
」
ぬ
れ
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
四
年
八
月
）

「
鬼
平
を
歩
く
」
（
『
日
蓮
宗
新
聞
』
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
平
成
二
四
年
九
月
）

「
信
仰
と
日
蓮
宗
｜
江
戸
時
代
を
生
き
た
知
識
人
の
信
仰
」

（
『
あ
ん
の
ん
』
ぬ

η
、
長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
四
年
一

O
月）

マ
山
田
真
由
美
専
任
講
師

《
学
会
発
表
》

「
実
習
指
導
者
の
実
習
指
導
上
の
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
一
研
究
｜
実
習
指
導
者
経
験
一

O
年
以
上
の
実
習
指
導
者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

l
調
査
を
通
し
て
l
」

第
五
九
四
日
本
社
会
福
祉
学
会
秋
季
大
会
（
淑
徳
大
学
／
平
成
二
三
年
一

O
月
九
日
）

《
講
演
》

金

報



二
四

「
介
護
過
程
の
基
礎
的
理
解
と
展
開
」

平
成
二
四
年
度
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
（
進
明
間
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
／
平
成
二
四
年
九
月
一
四
日
）

マ
北
村
愛
子
特
任
教
授

《
講
演
等
》

「
幼
児
検
診
の
問
診
場
面
を
振
り
返
り
、
問
診
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
」
峡
南
保
健
所
管
内
保
健
師
定
例
研
究
会
（
南
巨
摩
合
同
庁
舎
、
平
成
二
三
年
二
月
）

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
子
ど
も
の
健
康
」
多
言
語
・
多
文
化
〈
子
育
て
・
健
康
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〉
（
中
央
市
玉
穂
総
合
会
館
、
平
成
二
三
年
二
一
月
）

「
子
ど
も
の
健
康
管
理
と
病
気
」
甲
州
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
協
力
会
員
養
成
講
習
会
（
甲
州
市
塩
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
四
年

一月）

「
ピ
ア
サ
ポ
1
タ
l
養
成
研
修
会
（
初
心
者
コ

l
ス
）
」
山
梨
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
障
害
者
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
四
年
六
月
）

「
ピ
ア
サ
ポ
l
タ
l
養
成
研
修
（
実
践
者
コ

l
ス
）
」
山
梨
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
障
害
者
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
四
年
七
月
）

マ
佐
々
木
さ
ち
子
特
任
講
師

《
講
演
等
》

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
（
花
の
丘
た
ち
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

平
成
二
三
年
一

O
月
一
七
日
）

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
日
常
生
活
」
甲
府
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
事
業
公
開
講
座
（
甲
府
市
民
総
合
会
館
遊
他
公
民
館

平
成
二
三
年
二
月

二
四
日
）

「
接
過
と
マ
ナ
l
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
（
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ

平
成
二
三
年
一

O
月
二
一
日

凹
官
荘

平
成
二
四
年
一
月

一
二
日
）

「
高
齢
者
の
疾
患
の
理
解
と
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業

（
花
菱
荘

平
成
二
三
年
一
一
月
四
日

ヘ
ル
パ

l
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら

平
成
二
四
年
一
月
二
四
日
）

「
介
護
に
関
わ
る
医
療
隣
接
行
為
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業

（
は
ま
な
し
寮

平
成
二
三
年
一
一
月
一
七
日

ヘ
ル
パ

l
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
く
ら

平
成
二
三
年
一
一
月
一
八
日
）



「
排
尿
ケ
ア
を
考
え
る
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
（
山
中
湖
あ
ん
ず
の
森

「
施
設
職
員
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
（
し
も
ベ
荘

成
二
四
年
九
月
二
一
日
）

〈
仏
教
学
科
〉

O
平
成
二
三
年
仏
教
学
部
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員

秋
元
美
慧

朝
川
雅
永

今
井
隆
裕

小
川
裕
人

小
野
寺
勝
彦

川
村
孝
裕

工
藤
是
祥

小
山
清
司

辰
巳
智
経

中
津
慈
弘

馬
場
晃
道

村
岡
錬
孝

森

祐

矢
崎
智
久

大
道
弘
喜

石
川
智
正

最

報

大
党
大
僧
正
の
制
作
過
程
と
研
究

鬼
形
鬼
子
母
神
の
制
作
と
研
究

中
国
天
台
思
想
の
研
究
｜
十
乗
観
法
を
中
心
と
し
て
｜

鬼
子
母
神
の
研
究
と
制
作
過
程

不
受
不
施
派
の
研
究

日
蓮
聖
人
像
の
制
作

法
華
経
及
び
御
遺
文
か
ら
見
る
女
人
成
仏

仏
教
福
祉
の
一
考
察
（
法
音
寺
を
事
例
と
し
て
）

日
蓮
宗
の
稲
荷
信
仰

日
本
に
お
け
る
大
黒
天
信
仰
の
受
容

鬼
子
母
神
制
作

日
本
の
寺
院
に
お
け
る
門
の
役
割

九
州
に
お
け
る
清
正
公
信
仰
の
展
開

身
延
山
の
建
造
物
と
火
災

備
前
法
華
の
成
立
と
展
開

甲
斐
国
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
展
開
1
峡
南
地
域
を
中
心
に

1

平
成
二
三
年
一
二
月
一
五
日
・
二
ハ
日
）

平
成
二
四
年
八
月
一
一
一
二
日

大
津
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

平

柳
本
伊
左
雄

柳
本
伊
左
雄

福
士
慈
稔

柳
本
伊
左
雄

福
士
慈
稔

柳
本
伊
左
雄

間
宮
啓
壬

池
上
要
靖

望
月
真
澄

望
月
真
澄

柳
本
伊
左
雄

望
月
真
澄

望
月
真
澄

望
月
真
澄

望
月
真
澄

望
月
真
澄

二
五



加
藤
吉
史

吉
良
質
徳

寺
田
啓
道

安
森
啓
二

阿
部
蓮
容

依
田
富
祐
子

小
林
尭
顕

〈
仏
教
福
祉
学
科
〉

長
津
友
宏

浅
川
智
美

浅
原
佐
和
子

大
野
望
美

小
津
章
宏

勝
村
比
日
美

神

ゆ
み

土
橋
稔
樹

宮
沢
賢
治
の
法
華
経
信
仰

興
門
教
学
史

心
性
院
日
遠
と
慶
長
法
難
に
関
す
る
一
考
察

備
前
法
華
に
関
す
る
一
考
察

「
立
正
安
図
論
」
に
お
け
る
現
代
的
意
義

源

頼
朝
の
信
仰

朝
鮮
法
華
思
想
序
説
｜
高
徳
山
白
蓮
結
社
を
中
心
と
し
て
｜

N
P
O法
人
（
非
営
利
組
織
）
と
し
て
の
役
割
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
わ
り
に
つ
い
て

保
育
雑
誌
に
み
る
壁
面
構
成
の
変
遷

絵
本
『
大
嫌
い
』
の
製
作
｜
祖
母
の
死
と
そ
の
受
容
｜

幼
児
期
に
お
け
る
異
文
化
教
育
に
つ
い
て

子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
育
む
関
わ
り
方
と
は

l
保
育
者
と
保
護
者
の
意
識
調
査
か
ら
｜

児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
愛
着
形
成
に
つ
い
て

1
実
践
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

1

楢
木
博
之
・
山
田
英
美

障
害
者
施
設
に
お
け
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果

i
「
心
の
安
定
」
を
求
め
て

1

和
太
鼓
の
指
導
法
を
文
字
化
す
る
試
み

一一ムハ

三
輪
是
法

三
輪
是
法

池
上
要
靖

池
上
要
靖

三
輪
是
法

長
又
尚
夫

福
士
慈
稔

樹
木
博
之

伊
東
久
実

伊
東
久
実

山
悶
英
美

伊
東
久
実

楢
木
博
之
・
山
田
英
美

伊
東
久
実


